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昭
和
20
年
に
、
米
国
陸
軍
地
図
局
（
Ａ

Ｍ
Ｓ
）
が
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｓ
」
と
題
し
て
作
成
し
た
地
図

で
す
。
内
容
は
、
昭
和
18
年
11
月
段
階
、

つ
ま
り
戦
時
中
の
情
報
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
当
時
、
同
様
の
地
図
は
、
他
の
主
要

都
市
に
つ
い
て
も
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
近

隣
で
は
、
軍
関
連
の
基
地
や
工
場
が
置
か

れ
た
都
市
で
、
佐
世
保
や
大
村
、
大
牟
田

な
ど
の
地
図
が
あ
り
ま
す
。

久
留
米
市
街
の
軍
関
連
の
施
設
や
工

場
、
学
校
、
寺
社
、
道
路
や
鉄
道
、
地
名

な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、橋
脚
に
つ
い
て
は
「
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
」「
ｓ

ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
」「
ｓ
ｔ
ｅ
ｅ
ｌ
」
と
材
質
に

注
意
が
払
わ
れ
、
陸
戦
や
進
駐
時
の
車
両

の
移
動
計
画
に
備
え
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。こ

の
地
図
は
、
終
戦
か
ら
76
年
目
の
夏

を
迎
え
た
令
和
３
年
８
月
、
本
市
が
寄
贈

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
米
・
テ
キ
サ
ス

大
学
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
久
留

米
を
含
め
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
作
成
の
各
種
地
図
の

デ
ジ
タ
ル
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

収蔵館ニュース
K　U　R　U　M　E　　C　I　T　Y

終
戦
前
、
米
軍
が
把
握

久
留
米
市
街
の
詳
細

新
収
蔵
資
料
紹
介

Japan City Plans 1:12,500  （部分）
旧米国陸軍地図局（U.S. Army Map Service）作成　1945 年

・ 守り、 伝える

・ 活かし、 伝える

・ トピックス

「一つの作品をさまざまなシーンで　～久留米藩領図屏風」
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新
収
蔵
資
料
紹
介

［
細
見
聡
家
資
料
］

細
見
保（
１
８
５
８
～
１
９
３
６
）は
、

京
町
に
生
ま
れ
、
９
歳
で
藩
校
明
善
堂
に

入
門
、
長
崎
師
範
学
校
卒
業
後
は
各
地
の

小
学
校
校
長
を
歴
任
し
ま
す
。
明
治
30
年

（
１
８
９
７
）
に
久
留
米
高
等
女
学
校
を

創
設
、
同
33
年
に
は
久
留
米
図
書
館
を
開

設
し
ま
し
た
。
そ
の
没
後
、
彰
徳
会
が
発

足
し
、
遺
稿
な
ど
の
資
料
を
集
め
、
教
育

に
一
生
を
捧
げ
た
彼
の
功
績
を
伝
記
に
ま

と
め
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
の
た
め
、
伝
記
は
刊
行
さ

れ
ず
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
に
彰
徳

会
も
解
散
し
ま
し
た
。
細
見
の
遺
稿
や
写

真
は
、
伝
記
の
原
稿
と
と
も
に
遺
族
の
元

に
返
還
さ
れ
、そ
の
後
70
年
余
り
を
経
て
、

市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

伝
記
に
は
細
見
の
功
績
の
ほ
か
、
次
の

よ
う
な
逸
話
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
林
寺
の
和
尚
と
改
名
開
運
の
話
題
に

な
っ
た
時
、
細
見
は
「
私
の
本
名
は
最
初

「
乙
之
進
」
と
い
い
、
26
歳
で
「
保
」
に

改
め
た
。
今
後
、
姓
名
学
に
よ
っ
て
改
名

し
て
も
、
運
勢
は
両
親
が
名
づ
け
た
乙
之

進
の
「
乙
」
だ
か
ら
、「
甲
」
の
成
績
は

得
ら
れ
ま
い
と
思
う
」
と
言
っ
て
笑
い
ま

し
た
。
還
暦
の
頃
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

県
内
初
の
高
等
女
学
校
創
設

細
見
保
の
功
績
を
伝
え
る

昭和９年、久留米高等女学校落成式の歴代校長。
前列右が細見保

［
森
久
家
資
料
（
第
２
次
）］

昭
和
30
～
50
年
代
に
、
市
内
の
催
事
で

配
ら
れ
た
記
念
品
で
す
。

久
留
米
の
夏
の
風
物
詩
「
水
の
祭
典
」

の
手
ぬ
ぐ
い
は
、
毎
年
図
柄
が
変
わ
り
ま

す
。
昭
和
53
年
の
河
童
、
同
57
年
の
算
盤

は
、
そ
れ
ぞ
れ
筑
後
川
の
河
童
伝
説
と
、

祭
典
の
そ
ろ
ば
ん
総
踊
り
に
因
ん
だ
も
の

で
す
。

昭
和
37
年
の
消
防
展
の
風
呂
敷
に
は
火

消
し
の
纏
の
絵
に
「
火
の
用
心
」、
同
41

年
の
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
開
園
十
周
年
記

念
手
ぬ
ぐ
い
に
は
「
世
の
人
々
の
楽
し
み

と
幸
福
の
為
に
」
と
い
う
石
橋
正
二
郎
の

言
葉
が
記
さ
れ
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

放
っ
て
い
ま
す
。

［
鶴
田
家
資
料
（
第
２
次
）］

戦
争
中
、敵
の
戦
意
を
喪
失
さ
せ
た
り
、

投
降
を
促
し
た
り
す
る
た
め
に
配
ら
れ
る

ビ
ラ
を
「
伝
単
」
と
い
い
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
戦
場
と
な
っ
た

日
本
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
伝
単
が
舞
い
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
「
日
本
国
民
に
告
ぐ
」

で
す
。

　
　
あ
な
た
は
自
分
や
親
兄
弟
友
達
の

　
　
命
を
助
け
よ
う
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
か

　
　
助
け
た
け
れ
ば
こ
の
ビ
ラ
を
よ
く
読

　
　
ん
で
下
さ
い

こ
の
一
文
に
続
い
て
、
米
空
軍
に
よ
る

軍
事
施
設
の
爆
撃
を
予
告
し
、
避
難
を
促

し
ま
す
。
こ
の
時
、爆
撃
の
候
補
地
に
は
、

「
久
留
米
」
も
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

河
童
、
そ
ろ
ば
ん
、
火
の
用
心

記
念
品
に
込
め
た
久
留
米
の
思
い

「
米
空
軍
は
爆
撃
し
ま
す
」

「
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」

細見保の傳記。「緒言・目次・年譜・遺著・弔祭」「教
化事業」「性行・趣味・逸話」の３冊からなる　

昭和 53 年「水の祭典」の手ぬぐい。河童の親子が
デザインされている

「国民に告ぐ」の裏面には、爆撃機の写真が掲載さ
れ、爆撃候補地として「久留米」が記されている

ほ
そ
み
た
も
つ

お
つ
の  
し
ん

ま
と
い

で
ん
た
ん

そ
ろ
ば
ん
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や
が
て
本
町
は
久
留
米
城
内
に
取
り
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
竹
屋
は
三
本
松
町

に
移
住
し
ま
し
た
。
覚
甫
は
豊
氏
と
懇
意

に
な
り
、
た
び
た
び
謁
見
す
る
た
め
登
城

し
ま
し
た
。

ま
た
、
覚
甫
の
孫
の
太
郎
右
衛
門
は
、

２
代
藩
主
・
忠
頼
の
「
御
能
」
の
際
、
狂

言
を
演
じ
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
以

来
、
こ
の
「
御
嘉
例
（
め
で
た
い
先
例
）」

に
よ
っ
て
、
太
郎
右
衛
門
は
毎
年
、「
御

松
囃
子
」の
際
に
登
城
し
て
祝
い
を
述
べ
、

芸
を
演
じ
た
と
い
い
ま
す
。

記
録
を
紐
解
い
て
い
く
と
、
他
所
か
ら

移
っ
て
き
た
新
し
い
藩
主
有
馬
氏
が
、
在

地
商
人
と
関
係
を
築
い
て
い
く
過
程
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
伏
見
屋
の
焼
物
問
屋
商
売

や
、
三
本
松
町
の
町
人
に
関
す
る
記
録
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

［
吉
武
家
資
料
］

吉
武
家
の
先
祖
は
、
久
留
米
藩
初
代
藩

主
と
し
て
有
馬
豊
氏
が
入
国
し
て
来
る
元

和
７
年
（
１
６
２
１
）
よ
り
前
か
ら
、
久

留
米
の
地
で
商
人
を
し
て
い
ま
し
た
。
屋

号
は
「
竹
屋
」
と
い
い
、
の
ち
に
分
か
れ

て
「
伏
見
屋
」
を
起
こ
し
ま
す
。
18
世
紀

中
頃
か
ら
「
吉
武
屋
」
の
号
を
用
い
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）
の
「
御
公
儀

江
願
書
写
自
分
覚
書
」
と
い
う
記
録
に
よ

る
と
、
豊
氏
初
入
国
の
頃
、
竹
屋
は
本
町

（
現
篠
山
町
）
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。

久
留
米
城
の
御
殿
が
で
き
る
ま
で
の
間
、

竹
屋
覚
甫
は
豊
氏
を
60
日
余
り
宿
泊
さ
せ

た
と
い
い
ま
す
（
他
説
あ
り
）。

久
留
米
の
在
地
商
人

新
藩
主
が
築
い
た
つ
な
が
り

新収蔵資料一覧

「御公儀江願書写自分覚書」。「覚甫宅へお入り遊ば
され、六十日余り御宿」と記されている　

吉武家資料。正徳４年（1713）～文久３年（1863）
の計４点　

１
・
13

12
・
20

12
・
13

12
・
10

12
・
８

12
・
８

12
・
10

10
・
11

10
・
６

10
・
６

10
・
６

９
・
24

９
・
24

６
・
14

６
・
14

６
・
７

６
・
７

６
・
７

５
・
31

５
・
24

５
・
20

３
・
26

３
・
24

２
・
15

日
付

ナ
シ
ョ
ナ
ル
自
動
ア
イ
ロ
ン

当
世
具
足

宇
都
宮
家
資
料
（
第
２
次
）

渡
辺
家
資
料

ダ
ブ
ル
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ・一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
（35m

m

）

歴
史
教
科
書

橋
本
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

吉
武
家
資
料

平
田
家
資
料

地
図

甲
冑

鶴
田
家
資
料
（
第
２
次
）

観
光
絵
は
が
き

福
光
村
大
庄
屋
内
田
家
墓
地
改
葬
写
真

通
告
表

西
分
館
採
集
資
料

藏
守
家
資
料

武
谷
家
資
料
（
第
２
次
）

ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図

田
主
丸
町
航
空
写
真
フ
ィ
ル
ム

武
田
博
子
家
資
料

細
見
聡
家
資
料

森
久
家
資
料
（
第
２
次
）

フ
ィ
ル
ム

資

料

名

１ １ ２ ４ ２ ３ ３ ４
１
３
３

１ １ 32 ７ ２ ５ 87 26 50 11 ３ 38 22 11 13 点
数

久
保
山

隆
吉

日
吉
小
学
校

匿
名

― ― ―

匿
名

吉
武

修
一

平
田

孝
之

Paul  Kaw
achi

城
島
小
学
校

鶴
田

俊
一

匿
名

― ― ―

藏
守

香
織

武
谷

茂 ― ―

武
田

博
子

細
見

聡

森

久
―

氏

名

寄
贈

移
管

寄
贈

採
集

採
集

採
集

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

移
管

寄
贈

寄
贈

採
集

採
集

採
集

寄
贈

寄
贈

採
集

採
集

寄
贈

寄
贈

寄
贈

採
集

区
分

と
よ
う
じ

ふ
し  

み

ご
こ
う  

ぎ

ま
つ  

ば
や
し
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会
期
：
令
和
３
年
８
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　

    

～
11
月
３
日
（
水
・
祝
）

現
代
の
都
市
・
久
留
米
の
礎
で
あ
る
久

留
米
城
下
町
の
整
備
が
始
ま
っ
た
の
は
元

和
７
年
（
１
６
２
１
）、
久
留
米
藩
21
万

石
の
初
代
藩
主
・
有
馬
豊
氏
の
初
入
国
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
４
０
０
年

の
節
目
に
あ
た
る
令
和
３
年
、「
久
留
米

入
城
４
０
０
年
記
念
」
と
し
て
、
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
久
留
米
城

下
町
の
歴
史
を
紐
解
く
企
画
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

久
留
米
市
が
久
留
米
城
下
町
跡
の
本
格

的
な
調
査
に
着
手
し
た
の
は
、
平
成
元
年

（
１
９
８
９
）
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
ま

だ
全
国
で
も
江
戸
時
代
の
城
下
町
を
対
象

に
し
た
発
掘
調
査
は
少
な
く
、
そ
の
成
果

は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
30
年
余
り
、
１
３
０
地
点
の
調
査

に
よ
っ
て
、
膨
大
な
数
の
出
土
品
と
調
査

の
記
録
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
選
り
す
ぐ
っ
て
も
な
お
大

量
の
展
示
品
を
通
し
て
、
城
下
町
の
成
り

立
ち
や
人
々
の
く
ら
し
の
様
子
を
盛
り
だ

く
さ
ん
に
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
発
掘
調
査
は
現
在

も
進
行
中
。
今
日
も
ま
た
、
調
査
地
点
で

城
下
町
の
姿
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

む
か
し
の
く
ら
し
展

昭
和
の
あ
そ
び

発
掘
で
よ
み
が
え
る

久
留
米
城
下
町
展

〒
830-

0031

久
留
米
市
六
ツ
門
町
３-

11

　
　
　
　
　
く
る
め
り
あ
六
ツ
門
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
４
２・２
７・９
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
４
２・２
７・７
２
８
１

展示会場の様子

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、展示コーナーを
一時閉鎖したり、団体見学の受入れを中止したりするなか、ご
自宅や教室でも、展示や昔の道具の使い方をご覧いただけるよ
う「久留米市公式 Youtube」で配信を始めました。
　今後もさまざまな動画を企画しています。右側の
QR コードから、ぜひご覧ください。

　
　
会
期
：
令
和
３
年
11
月
20
日
（
土
）

　
　
　
～
令
和
４
年
３
月
21
日
（
月・祝
）

受
付
に
座
っ
て
い
る
と
、
会
場
か
ら
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
あ
ー
、
な
つ
か
し
か
ね
ぇ
」

「
ぱ
っ
ち
ん
っ
て
言
い
よ
っ
た
ば
い
」

「
牛
乳
瓶
の
フ
タ
で
も
や
り
よ
っ
た
」

「
ラ
ム
ネ
ン
タ
ン
っ
ち
呼
び
よ
っ
た
」

メ
ン
コ
と
ビ
ー
玉
の
展
示
か
ら
、
思
い

出
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
他
に
も
独
楽
、
凧
、
羽
子

板
、
福
笑
い
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
刀
、
万
華

鏡
、
犬
棒
か
る
た
、
双
六
、
銀
玉
鉄
砲
、

日
光
写
真
な
ど
、
昭
和
の
遊
び
の
道
具
を

一
挙
に
公
開
、
当
時
の
風
景
写
真
や
地
図

と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

に
も
載
せ
て
い
た
、
あ
る
写
真
の
前
で
は

「
シ
ェ
ー
」
の
声
も
。

「むかしのくらし展　昭和のあそび」の紹介動画

「むかしのくらし展」を Youtube で紹介！

◆
本
展
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
残
部
が
ご
ざ
い

ま
す
。
六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◆
企
画
展
と
は
別
に
、
昭
和
30
年
代
の
居
間
と
台
所

を
再
現
し
た
展
示
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
思
い
出
、

ち
ょ
っ
と
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
し
ず
え

こ    

ま

た
こ

   

は    

ご

い
た

ま
ん  

げ

き
ょ
う

す
ご
ろ
く
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「
十
二
支
合
せ
」
と
い
う
遊
び
に
使
う

札
で
す
。
昭
和
30
～
40
年
代
の
駄
菓
子

屋
で
売
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

じ
つ
は
、
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
私
、

十
二
支
合
せ
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。と

も
あ
れ
、
箱
か
ら
札
を
出
し
て
み
る

と
、
動
物
の
絵
に
、
ス
ペ
ー
ド
や
ハ
ー
ト

の
マ
ー
ク
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
や

ら
ト
ラ
ン
プ
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
で

す
。す

べ
て
の
札
を
広
げ
て
見
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
し
か
し
不
覚
に
も
、
十
二
支
合

せ
の
こ
と
を
一
時
忘
れ
、
自
分
に
馴
染
み

あ
る
ト
ラ
ン
プ
と
し
て
、エ
ー
ス
か
ら
２
、

３
、４
…
の
順
に
並
べ
始
め
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
終
盤
に
し
て
、

よ
う
や
く
違
和
感
を
覚
え
た
私
。

　
　
動
物
１
種
に
つ
き
４
枚
ず
つ

　
　
ト
ラ
ン
プ
は
４
種
13
枚

　
　
十
二
支
で
は
な
い
動
物
が
い
る
!?

ク
イ
ー
ン
の
札
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
が
描

か
れ
て
い
ま
し
た
。
は
た
と
箱
に
目
を
や

る
と
、
そ
こ
に
は
十
二
支
で
は
な
い
ラ
イ

オ
ン
が
大
き
な
顔
を
し
て
い
る
で
は
あ
り

  
◆
展
示
品
紹
介

「
む
か
し
の
く
ら
し
展
」
よ
り

十二支合せ

ま
せ
ん
か
。

札
の
数
は
、
ジ
ョ
ー
カ
ー
２
枚
、
無
地

２
枚
を
含
め
て
合
計
56
枚
あ
り
ま
し
た
。

説
明
書
が
な
く
途
方
に
暮
れ
、
絵
柄
を
眺

め
て
い
る
と
、
戌
（
イ
ヌ
）
の
札
の
絵

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ピ
ッ
ツ
、
フ
レ
ン
チ
ブ

ル
ド
ッ
グ
、
シ
ー
ズ
ー
、
秋
田
犬
の
よ
う

で
す
が
、ち
ょ
っ
と
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

巳
（
ヘ
ビ
）
は
、コ
ブ
ラ
、ニ
シ
キ
ヘ
ビ
、

マ
ム
シ
、ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
で
し
ょ
う
か
。

午
（
ウ
マ
）
に
は
シ
マ
ウ
マ
も
い
ま
す
。

描
き
分
け
ら
れ
た
絵
柄
を
見
て
い
る
だ
け

で
も
楽
し
め
ま
す
。

　六ツ門図書館展示コーナーでは、文化財保護課の
情報発信の取り組みの１つとして、配布物の英訳を
始めました。世界で最も使用されている言語で、よ
り広く久留米の歴史を知っていただくためです。
　さて、【松竹梅】と聞いて何を思い浮かべますか？
単に３種類の植物だけではなく、めでたい物の象徴、
ランク分け、それに酒の銘柄⁉など、【松竹梅】が
意味する事柄が浮かんだのではないでしょうか。
　歴史の文章にはこのように、歴史的・文化的な意
味を持っていたり、また普段使わなかったりする言
葉が出てきます。担当者は恥ずかしながら、その知
識が乏しいので、言葉自体が分からないことがよく
あります。例えば【久留米絣】の解説では【手くび
り（手括り）】【綜絖】【粗苧】など…。
　この経験から英訳にあたり『多くの人に分かりや
すく』を目標にしています。日本の歴史文化をあま
り知らない方々や、英語が母国語ではない方々にも

伝わるよう、説明の補足や文章の簡潔化をしたり、
時には観光地で耳にするかもしれない言葉（【古墳】

【街道】など）はそのままに残したりしています。
　実は【 】であげた単語は、本市発行の『歴史散歩』
に載っています。英語版は市ホームページで順次公
開しています。ご興味のある方はぜひご覧ください。
もちろん担当者の英訳が唯一の「正解」とは限りま
せん。ご自身だったらどう英訳や説明をするか考え
てみるのも、歴史の知識を深める一つの方法かもし
れません。

肝
心
の
十
二
支
合
せ
で
す
が
、
花
札
の

花
合
せ
の
要
領
で
遊
ぶ
場
合
や
、
動
物
１

種
４
枚
を
先
に
揃
え
た
者
が
勝
ち
の
場

合
、
ま
た
、
点
数
の
計
算
方
法
に
も
幾
通

り
か
あ
る
よ
う
で
す
。

（『歴史散歩』№ 21 英語版・部分）

じ
ゅ
う
に   
し
あ
わ

だ    

が    

し

くるめかすり

くく そうこう あらそう
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守
り
、
伝
え
る

江
戸
時
代
の
約
２
５
０
年
間
、
11
代
に

わ
た
っ
て
久
留
米
藩
を
治
め
た
有
馬
家
。

市
内
に
所
在
す
る
藩
主
の
甲
冑
は
、
10
代

頼
永
、
11
代
頼
咸
の
各
１
領
の
み
と
貴
重

で
す
。
こ
の
う
ち
市
が
所
蔵
す
る
「
練
革

黒
漆
塗
白
糸
威
五
枚
胴
具
足
（
有
馬
頼
咸

所
用
）」
に
つ
い
て
、
令
和
元
・
２
年
度

に
九
州
国
立
博
物
館
内
文
化
財
保
存
修
復

施
設
で
修
理
を
行
い
、
令
和
３
年
度
に
有

馬
記
念
館
の
企
画
展
で
、
修
理
後
初
め
て

公
開
し
ま
し
た
。

《
練
革
黒
漆
塗
白
糸
威
五
枚
胴
具
足
》

兜
鉢
や
胴
、
籠
手
な
ど
、
一
般
に
鉄
で

造
る
部
分
に
練
革
（
加
工
し
た
牛
革
）
を

用
い
、
軽
く
て
丈
夫
な
甲
冑
で
す
。
兜
に

は
、
金
色
の
角
と
大
き
な
耳
を
持
つ
魅
が

付
い
て
い
ま
す
。
胴
や
袖
の
裾
に
施
さ
れ

た
毛
や
威
糸
の
白
と
、
漆
の
黒
の
対
比
が

美
し
く
、
胴
前
に
は
金
銀
の
高
蒔
絵
で
龍

が
装
飾
さ
れ
て
い
ま
す
。

修
理
前
に
は
、
革
の
収
縮
に
よ
っ
て
亀

裂
が
生
じ
、
兜
の
漆
塗
は
剥
落
、
龍
の
高

蒔
絵
は
剥
離
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
以
上

の
劣
化
を
抑
え
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
は
、
修
理
を
必
要
と
す
る
状
態
で
し

た
。

久
留
米
藩
主
の
甲
冑

修
理
後
初
公
開

久留米入城 400 年記念企画展Ⅰ「久留米藩主有馬家歴代」
（有馬記念館）の展示会場風景

最
先
端
の
科
学
的
視
点
と
、
伝
統
的
な

技
術
に
よ
っ
て
修
理
を
受
け
た
久
留
米
藩

主
の
甲
冑
。
今
後
も
適
切
に
保
存
し
、
公

開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

《
修
理
の
内
容
》

修
理
に
着
手
す
る
前
に
、
状
態
を
写
真

撮
影
・
記
録
す
る
と
と
も
に
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ

調
査
を
行
い
、
素
材
や
構
造
を
確
認
し
ま

し
た
。

そ
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
修
理
で

は
、
剥
離
し
た
箇
所
や
高
蒔
絵
を
麦
漆
な

ど
で
接
着
、欠
損
部
に
は
刻
苧
を
充
填
し
、

再
剥
落
を
防
ぐ
た
め
の
仕
上
げ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
麦
漆
は
小
麦
粉
と
生
漆
を
混

ぜ
合
わ
せ
た
接
着
剤
、
刻
苧
は
木
の
粉
や

繊
維
く
ず
な
ど
を
漆
に
ま
ぜ
た
も
の
で
、

日
本
の
工
芸
品
を
修
理
す
る
材
料
と
し
て

長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。

保
存
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

屏
風
の
点
検

久
留
米
文
化
財
収
蔵
館
で
は
、
収
蔵
資

料
の
保
存
の
た
め
、
漸
次
、
収
蔵
環
境
や

収
納
容
器
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
影
響
で
、

調
査
来
館
者
や
資
料
貸
出
が
減
少
す
る

中
、
さ
ら
に
「
い
ま
、
で
き
る
こ
と
を
」

と
い
う
こ
と
で
、
手
間
も
時
間
も
か
か
る

屏
風
の
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

点
検
前
、屏
風
を
配
架
場
所
か
ら
運
び
、

収
納
箱
か
ら
取
り
出
し
、
開
く
ま
で
が
一

仕
事
で
す
。
現
状
を
確
認
し
な
が
ら
、
写

真
を
撮
影
し
た
り
、
各
部
分
を
よ
り
詳
し

く
計
測
し
た
り
し
ま
し
た
。
点
検
後
は
、

管
理
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
情
報
を
補
足
し

て
、
今
後
の
保
存
活
用
に
備
え
ま
す
。

修理前
（兜・部分）

修理後
（兜・部分）

屏風の点検の様子

よ
り
と
お

よ
り
し
げ

ね
り
か
わ

か
っ
ち
ゅ
う

く
ろ
う
る
し
ぬ
り
し
ろ
い
と
お
ど
し
ご
ま
い
ど
う
ぐ
そ
く

か
ぶ
と
ば
ち

こ    

て

し
が
み

た
か
ま
き  

え

は
く
ら
く

は
く   

り

む
ぎ
う
る
し

こ
く  

そ

じ
ゅ
う
て
ん

き
う
る
し
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神
社
仏
閣
な
ど
、
日
本
の
歴
史
的
な
木

造
建
築
は
、
周
期
的
に
修
理
を
行
う
こ
と

で
、
そ
の
姿
を
保
ち
、
人
々
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
建
築
文
化
を
支
え
る
「
伝
統
建
築
工
匠

の
技
：
木
造
建
造
物
を
受
け
継
ぐ
た
め
の

伝
統
技
術
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
（
代
表
一
覧
表
へ
の
記
載
）
は
、
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

文
化
財
の
修
理
は
、
今
日
に
伝
え
ら
れ

て
き
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
に
尽

き
ま
す
。
し
か
し
木
造
建
築
は
、
時
間
と

と
も
に
劣
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
修
理
で
は
、
破
損
や
腐
朽
し
た
部
分

だ
け
を
取
り
除
き
、
埋
め
木
な
ど
を
し
て

本
来
の
部
材
を
残
す
工
夫
を
し
ま
す
。

こ
う
し
た
伝
統
の
修
理
技
術
と
と
も

に
、
建
造
物
の
歴
史
的
価
値
を
維
持
す
る

た
め
に
重
要
な
の
は
、
建
立
か
ら
今
日
に

い
た
る
歴
史
を
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
建

立
の
年
代
、
建
立
以
降
の
改
造
や
改
変
、

工
法
な
ど
を
理
解
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

修
理
の
方
法
や
復
元
の
方
針
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

久
留
米
藩
主
有
馬
家
の
菩
提
寺
・
梅
林

寺
に
あ
る
久
留
米
市
内
最
古
の
木
造
建
築

で
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
「
有
馬
家
霊

屋
五
棟
」
も
、
修
理
が
必
要
な
時
期
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
備

え
、
霊
屋
の
建
立
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま

で
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
た
め
、
資
料
の
調
査

を
始
め
ま
し
た
。

市
の
収
蔵
資
料
を
探
し
て
み
る
と
、
霊

屋
五
棟
を
含
む
有
馬
家
墓
所
（
国
指
定
史

跡
）
を
描
い
た
絵
図
や
、
梅
林
寺
開
山
以

来
の
歴
史
を
ま
と
め
た
記
録
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
伽
藍
の
建
立
・
再
建

の
年
代
を
記
し
た
も
の
も
あ
り
、
梅
林
寺

の
建
築
全
体
の
な
か
で
、
霊
屋
の
歴
史
的

価
値
を
考
え
る
糸
口
と
な
り
そ
う
で
す
。

　黒田俊光さんは３年前、耳納連山の風景に一目ぼ
れして横浜市から久留米市へ移住し、令和元～３年
度の地域おこし協力隊として、田主丸地域の魅力を
発信してきました。特に、村の時代から継承されて
きた神事や祭りについて、Twitter や Facebook を
用いた現地レポートは、田主丸の歴史文化の記録保
存にもつながる活動です。
　黒田さんが取材を続けている祭りの１つに、「虫
追い祭り」があります。虫追いは、稲作の収穫前、
松明を灯して鐘太鼓を打ち鳴らし、害虫を退治し、
豊作を祈願する行事です。かつて全国各地で行われ
ていましたが、現在まで受け継がれているのは田主
丸など一部の地域のみです。田主丸では、竹と藁で
つくった巨大な馬と武者をかたどった人形を戦わせ
る勇壮な祭りで、３年に一度開催されています。前
回は、令和元年 11 月に行われました。
　次回に向けて、黒田さんは虫追い祭りの 300 年
の歴史と伝統をより詳しく、多くの人々に知っても

らうため、江戸時代の古文書を調べることにしまし
た。市が所蔵している竹野郡蔵八村庄屋・三浦家文
書などの複数の古文書のなかに、幕末～明治時代の
虫追いについて、役割分担や道具、当日の経路など
を記した古文書があります。この崩し字で書かれた
内容を読み解きながら、黒田さんは現在の祭りとの
比較分析を進めているところだそうです。次回の虫
追い祭りが楽しみですね。

古文書で紐解く、虫追い祭りの歴史

活
か
し
、
伝
え
る

重
要
文
化
財
の
修
理
に
備
え

建
築
の
歴
史
を
さ
ぐ
る

久留米市文化財収蔵資料として保管している梅林寺関係の
古記録。旧久留米藩家老・稲次家に伝来していたもの

右）虫追い祭りに関す　　
る古文書
下段左）田主丸・未来
創造会議で注連縄用の
稲を紹介する黒田さん
下段右）かっぱガイド
ツアーを案内する黒田
さん・田主丸駅前にて

ふ
き
ゅ
う

こ
う
し
ょ
う

が
ら
ん

た
ま

や

ぼ  

だ
い  

じ

としみつ みのう
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本
市
で
は
、
ご
寄
贈
・
ご
寄
託
い
た

だ
き
ま
し
た
収
蔵
資
料
の
保
存
活
用
に

つ
い
て
、
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。紙
幅
は
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

収
蔵
資
料
が
ど
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
、

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
具
体
的

に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、紙
面
の
構
成・

レ
イ
ア
ウ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。紙

面
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
、

ま
た
ご
寄
贈
の
ご
相
談
も
、
随
時
、
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歴史のまち久留米ストーリーシート７・８
「有馬の城づくり、町づくり」紹介動画①入門編
（久留米市公式 Youtube）は、QR コードから➡
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一
つ
の
作
品
を

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で

　
　
　
　
～
久
留
米
藩
領
図
屏
風

美
術
工
芸
品
の
活
用
方
法
と
い
う
と
、
ま
ず
展

示
公
開
が
思
い
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
物

を
実
際
に
見
る
こ
と
で
し
か
汲
み
取
れ
な
い
描
写

や
技
巧
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
感
動

は
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
現
物
は
、
作
品
の
材
質
に
よ
っ
て
は
、

褪
色
を
防
ぐ
た
め
に
照
明
を
暗
く
し
て
展
示
し
た

り
、
公
開
日
数
を
限
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
い
は
、
温
湿
度
な
ど
の
展
示
環
境
が
整

わ
な
い
場
合
や
、
い
つ
で
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
常
設
す
る
場
合
は
、
レ
プ
リ
カ
（
複
製
品
）
を

用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

化
に
よ
っ
て
、
各
地
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
巨

大
ス
ク
リ
ー
ン
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
観
賞
を
楽
し
む

取
組
み
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

美
術
工
芸
品
を
含
め
、
文
化
財
を
活
用
す
る
方

法
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
、
一
つ
の
作
品
を
さ
ま

ざ
ま
な
シ
ー
ン
（
場
面
）
で
、
眼
に
留
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
久
留
米
藩
初
代
藩
主
有
馬
豊
氏
が
初
め

て
入
国
し
て
か
ら
４
０
０
年
に
あ
た
る
令
和
３

年
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
登
場
し
た
収
蔵
資
料

が
あ
り
ま
す
。「
久
留
米
藩
領
図
屏
風
」
と
い
う

絵
画
で
す
。

現
物
の
展
示
は
約
10
年
ぶ
り
で
、「
有
馬
の
城

づ
く
り
、
町
づ
く
り
」（
会
場
：
有
馬
記
念
館
）

で
は
左
隻
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
現
物
と
同
様
に

六
曲
一
双
に
作
ら
れ
た
複
製
は
、「
発
掘
で
よ
み

が
え
る
久
留
米
城
下
町
展
」（
４
頁
）
に
続
き
、

久
留
米
の
食
と
工
芸
品
、
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
行
わ

れ
た
「
久
留
米
入
城
４
０
０
年
記
念
展
」（
会
場：

福
岡
県
庁
11
階
・
福
岡
よ
か
も
ん
ひ
ろ
ば
）、「
久

留
米
藩
領
文
化
」講
座
の
関
連
展
示（
会
場：え
ー

る
ピ
ア
久
留
米
）
を
巡
回
し
ま
し
た
。

ま
た
画
像
は
、
久
留
米
入
城
４
０
０
年
モ
ノ
語

り
第
９
回「
城
下
か
ら
延
び
る
主
要
街
道
を
行
く
」

（
Ｗ
ｅ
ｂ
限
定
配
信
記
事
）
の
他
、
歴
史
の
ま
ち

久
留
米
ス
ト
ー
リ
ー
シ
ー
ト
８
「
有
馬
の
城
づ
く

り
、
町
づ
く
り

其
の
弐

東
部
編
」
に
掲
載
さ

れ
、そ
の
紹
介
動
画
な
ど
に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

「
久
留
米
藩
領
図
屏
風
」
の
魅
力
は
、
上
品
な

光
を
放
つ
金
箔
地
と
、
青
や
緑
の
鮮
や
か
な
色
彩

と
の
対
比
が
美
し
く
、
ま
ず
一
見
し
て
そ
の
華
や

か
さ
に
引
き
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
21
万
石
の
広
大
な
藩
領
を
、
地
図
と
は
違
っ

て
、
一
双
と
い
う
限
ら
れ
た
サ
イ
ズ
に
巧
み
に
収

め
て
い
ま
す
。
見
知
っ
た
地
名
が
あ
れ
ば
な
お
さ

ら
細
部
か
ら
目
が
離
せ
な
く
な
り
、
一
歩
下
が
っ

て
み
れ
ば
久
留
米
城
下
町
が
首
都
と
し
て
象
徴
的

に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
久
留
米
城
下
町
が
筑
後
川
の
河
川
交
通
を
擁

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
道
に
よ
っ
て
藩

領
各
地
と
つ
な
が
り
、
交
流
拠
点
都
市
で
あ
る
こ

と
が
良
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
前
期
に
描
か
れ
た
こ
の
絵
画
作
品

は
、
現
代
の
私
た
ち
が
久
留
米
藩
に
つ
い
て
考
え

る
時
、
そ
の
領
域
の
特
徴
を
明
瞭
に
伝
え
て
く
れ

ま
す
。

「有馬の城づくり、町づくり」（有馬記念館）の展示風景
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た
い
し
ょ
く

よ
う




